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第 10回節足動物発生 学 談 話 会 の 記

発足以来最大の規模となった第10回談話会は，昭和49年 5月17・18の両日にわたって，長野県

菅平高原の東京教育大学理学部附属菅平高原生物実験所で開催された。

好天に恵まれ，さわやかな高原の空気の中で，札幌から長崎に至る全国各地からの同学の土並

びに隣接分野の研究者も加えて44名の参加者が集い， 15題の講演は質疑応答，討論が相次いで予

定時聞を大幅にオーバーし，遂に休憩や入浴の時間すら割かざるを得ない有様であった。しかも

会場は終始満席状態で，高原のひんやりした空気とは裏腹に甚だ熱気に富むものであった。 17日

夜，宿舎の食堂でおこなわれた懇親会は深更におよび，予定外のミシンポジウムミも華やかであ

った。 18日午後には，はじめての試みである特別講演が岡田益音氏によっておこなわれ，丘英通

先生のしめくくりの御講評の後，パスの時刻にせかせられて名残り惜しく散会した。

世話人の不手際にも拘らず，参加諸兄姉の御理解と御協力を得て，充実したこの会のスケジュ

ールを滞りなく終えることができたことは淘に感謝にたえない。

なお，この講演要旨集の印刷にあたって，地元の長野県小県郡真田町より補助を受けた。

(安藤裕・芳賀和夫記〉

表紙のカット

菅平高原生物実験所

スケッチ:高岡実氏



下回鍋田湾におけるウミゲモ類の周年変化(1 ) 

中村光一郎(東京都立国立高)

Koichiro NAKAMURA : Field Study of Pycnogonida 

in Nabeta Bay， Shimoda， Izu Penn. (I) 

1970年5月より 72年 8月にかけて下回鍋田湾内でウ

ミグモ類の採集を行った。この結果鍋田湾では次の 4

種が常に全採集個体の90%以上をしめることがわかっ

たので，更に成熟度，雌雄比，担卵雄の割合を調べ，

これらの種の生活史に関する資料とした。

1. ツメナカゃウミグモ Proραllenelongice ps 

年聞を通じて最も多く採集される。成体の割合は5

~1l月に多く 1~2 月に減少し，以後また増加する。

成体での雌雄の割合には大差はないが，秋にはやや雄

が多い。担卵雄は年聞を通じて採集されるが， 11月頃

よりその割合は減じ， 3~4 月が最も低く以後増加し

て夏には成体雄のうち80%以上が担卵している。海水

温の変化と比べてみると成体の割合の変化がよく一致

している。つねに担卵雄が採集されるので，生殖時期

を限定することができないが， 6~11月が中心と考え

られる。 2. ヒモツキトックリウミグモ Ascorhyn-

chus ramiμs 前種同様年聞を通じて採集される。 7

~8 月と 11月に多数採集され，特に11月には全採集個

体の50%以上を占める。この多数採集されるときには

juvenile が多い，担卵雄の割合は 3~4 月と 8~10月

に多い。成体，担卵雄とも年聞を通じて採集されるこ

とから特に生殖時期を限定することはできないが，春

から夏が中心とみられる。 3. フタトゲトックリウ

ミグモ Ascorhynchusauchenicus 1970年 6月より 11

月にかけて比較的多数採集されたがその後少ない。採

集されたものは殆んど成体である。成体雄は大体担卵

しているが 4月より 6月にかけては担卵雄が少ないの

で主な生殖時期は夏から秋にかけてと思われる。 4.

ソコウミグモ Ano戸odactylusgestiens 季節的変化

が顕著である。年聞を通じて採集されるが 6月に最

も多く冬少ない。成体は 5月より 10月にかけて採集さ

れ，その割合ははじめ低いが次第に増加し， 8~10月

に最高になる O 担卵維の割合も成体雄の割合に従って

増しているので生殖時期は 7月ごろが中心とみられる。

海水温の変化に比べると水温の上昇と共に数を増し，

成熟し，産卵担卵し，水温の低下とともに成体はこの

海域より姿を消している。
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家蚕の発生学的研究H 発生初期における紫外線照射

実験について

滝沢義郎・小林芳弘恭(北大・豊・蚕〉

Yoshiro TAKIZAWA， Yoshihiro KOBAYASHI : 

Embryological studies of silk-worm II. Mal-

formations by UV-irradiation on early embryos. 

初期発生の解析をする目的でまず産下直後から廃盤

葉期までのUV照射実験を行ない，全体標本を作成し

て観察した。その結果，発生の経過に伴ってUVに対

する卵の感受性が変化すること，および出現する異常

のタイプが異なることが明らかになった。

産下直後の照射では分割期で発育が停止する卵が多

数あらわれるが，照射線量が増すにしたがい匪の異常

が多くなる。したがって産下直後のUV照射によって

ひきおこされる異常には 2つのタイプがあると考えら

れる。そこで2つのタイプの異常が生じる原因を明ら

かにするために，産下直後の卵の核が存在する前極側

を黒いマジックインクをぬることにより， UVから保

護し腹側および背側から部分照射実験を行なった。こ

の場合全体照射の際に多数出現する全割期で発育停止

する卵はほとんど観察されず，腹側から40分間照射区

では約80%が完全縦裂駐を含む異常駐になる。背{則か

らの照射ではほとんどが正常に発生する。

以上のことから産下直後の卵に対するUVの障害は

伎に対するものとそれ以外の卵の表層部に対するもの

が考えられ，前者は分割期で発育停止する異常をひき

おこし後者は腔の異常をひきおこすものと思われる。

また産下直後の卵には，すでに将来の匪の構造をおぼ

ろげに規定する要因が存在し，それがUVによって障

害を受けることが考えられる。

次に匹盤葉形成初期における全体照射では10分間で

ほとんどの卵が匪の異常を呈する。この時期に腹側か

ら部分照射すると，約90%が完全縦裂駐を含む異常匪

になるが，背側からの照射では70%以上が正常任であ

った。この時期には卵表面に到達した佐盤葉細胞が直

接UVの障害を受けるものと考えられている(村上，

1972)。なお，産下直後と匪盤葉形成初期における腹側

からの部分照射によってもたらされる異常には完全縦

裂匹が両者に含まれ，非常に良く似ている。このことは

UVによって障害を受ける卵の時期および標的が臭っ

ていても生じる異常が類似していることを示している。
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セスジユスリカ重複思形成のための遠心条件の湾検討

矢島英雄(茨城大・理・生〉

Hideo YAJIMA : Reexamination of condition of c巴n-

trifugation for the production of double mal-

formations of Chironomus dorsalis. 

演者は1960年にセスジュス Pカ発生初期懸念遠心分

離することにより，卵の遠心方向に関係を持つ種々な

裂の重複駐が得られると報告した。ところが1966年に

GAUSS & SANDER， 1967年に ORElTON& RAAB 

が共に C.thummi卵で演者の実験を追試し，同様の

設複JiEを得たが，それは遠心方向に関係なく得られ，

I:IH足頻度が処理ステ一三人遠心方向により異なると幸草

食した。併しながら前研究グループの聞でその結果が

一致せず，また，その出現頻度は話題者の1960年に得た

結果に比して著しく低い。以上の妻美療をふまえ，今回，

遠心条件を様々に変え，実験を繰り返した結果，重複

奇形型・出現頻度は遠心方向，処恕ステ一三人遠心力，

処理後の培養滋度により変わる事がき寄ったので、結果を

報告する。

(1) 卵前端を遠心側にして遠心分離した場合は逆向

きの遠心よち多くの重複経が得られる。持双腹径の

得やすい時期は産下後 1 時間50分~2時間20分位の間

にあり，他の時期は双頭JiEが得やすい。(め併しなが

ら，双媛患の得やすい時期でも遠心力を弱めれば双頭

阪が，双頭肢の出やすい時期でも迷心力を強めれば双

j燦膝が出現する。 (4) 間期，同一条件での遠心でも処

潔後の培養滋度が高ければ (30.C)双霊長慶の出現頻

度が高くなり，双腹駐は低い温度 (20.C)の方が多く

出現する。

以上の給祭よち，双頭座長手ち主義務形質は代議レベル

の高い所で，双腹匪即ち腹部形質はレベルの低い所で、

決定されるものと思われる。この考えと， KALTHOFF 

(1973) が SmittaparthenogeneticaのひV一部分

照射で双腹JiEが得られるのは卵前端にあるミトコンド

リアの濃密に分布する部分が傷害令受けるためである

とする考え方に共通した所があり，興味が持たれる。

オオニジュウヤホシテントウの退化事事総Ifr!l綾にみられ

る特異構造の起原とその発達過程

栗原守久(岩手大・農・応昆〉

Morihis証 KURIHARA: Origin and development of the 

ring-shaped body in the deg巴neratingoocyte 

nucleus of Epilachna vigintioctomaculatα 

MoτSCHULSKY 

正常卵形成における卵核胞の形態的変化を再検討し，

これと比較しながら返化努織強核に現われる予ング状

構造の起原とその発達過程を光学，電子顕微鏡で観察

した。

亙'常卵形成中， JJs核砲には次の特長ある形態的変化

が観察される。 (1)増殖域基部の若い卵細胞核にはピ開

ニン陽憾の仁とDNA-containingbodyがあり，これら

は極めて短時間のうちに徴綴穎粒となって核中に分散

する。 (2)卵黄室内の前卵黄形成中期から後期にかけて，

chromosomeが再収縮し可視的となり， この時期に出

現するどロニγ絵後の球状簿迭 (endobody)の一端に

集まり karyosomeを形成する。 (3)前JJfJj主主形成期の後
期から卵黄形成中期にわた 1).'endobodyの数が増じ，

同雲寺に endobodyの表ffiiから沢山の小球が形成され核

中に分散する。この小球ははじめ脂質(とくに燐脂質〉

と蛋白質の強い反応、を示す物質で満たされているが，

発達?こ伴いやや大きさを増し，中空となり被摸のみが

燐脂質の反応を示すようになるo 最終的には被膜が不

明瞭となり，消失する。

Fング状構造は前卵黄形成後鶏fこ達した卵総泡に凝

って形成される。 DPち巴ndobodyの表聞から小球が形

成されはじめた比較的若い卵細胞核では，小球が

endobodyから離れず endobodyの母体と共に肥大し

コブ状となり，後これが均賀な被膜をもっリング:伏構

造となる。一方小球が核中に分散した卵黄形成中期の

喜界線路絞で、は分散した小球がそれぞれ独立して絶大し，

遂にはゆ合してー倒の巨大なりング状構造となる。リ

γグ状構造の被膜は燐脂質と獄白質の強L、反応、を示す

がき内部は蛋白質のみを含む。

以上の観察から退化卵細胞被に形成されるリング状

構造は endobodyまたは endobodyの表預から形成

される小球が異常飽大したものであると考えられる。



カマキリの oogenesisにおける減数分裂

大木健市(名大・教養・生)

Kenichi OGI : Reduction division during the 

∞genesis in the mantis 

ゴキブリやカマキリの oocyt自の成長期にランプ・

プラッシュ染色体が観察されることを前に報告した。

他の直麹類(KUNNZ，'66， '67)や両生類 (CALLAN，'63 

; GALL， '58)に関しては詳しい研究がなされている。

従来この染色体は卵黄の多い卵母細胞において観察さ

れるように言われてきたが，ウニ (CRIPPA，'67)やヒ

ト (FRANCHI，'66)の卵母細胞でも観察されるという。

いずれの場合にも，その出現は減数分裂の前期のうち，

複糸期であるという o この時期は卵黄蓄積や RNA

合成の盛んな時期でもある。

ランプ・ブラッシュ染色体が diplotene期の染色体

の特徴的な構造であるとすれば，ゴキブリやカマキリ

について筆者が前に報告した卵巣小管に関する zone

Wは diploteneであることになる。 したがって zone

1， 11， sIは leptoteneから pachyteneではなし、かと

想像される。

zygoteneや pachyteneの染色体の特徴として，

synaptinemal complexが電子顕微鏡で観察されると

いう報告が，ユリやチュウリップの蔚で (MOSES，

'56)，また Xenopusの若い oocytesで (COGGINS，

'73)なされている。

カマキリの若い oocyt自について調べたところ，

zone 11の初期において，この構造を観察した。 カマ

キリのそれは SOTELLOら ('66)の言うゴキブリ型

のものである。

一方また Xeno戸usなどの研究 (COGGINS，'73) 

によると leptoteneの oocytesの核には fibrillar

chromatinと granularar・闘を示す仁がみられ zyg-

oteneや pachyteneでは fibrillarchromatinが芯を

ない これを取り囲んで、 granularareaが存在するよ

うな仁が見られるとL、う。このような 2種類の部分か

らなる仁が，カマキリ小卵巣管の zone11 のoocytes

で観察された。

以上の点から， zone 11 は leptotene~zygotene 期，

zone sIは主に pachytene期 zone'Nは diplotene

期， zone V は diakinesis~metaphase 期であると考

えられる。

ウリハムシモドキ卵の休眠覚醒と酸素

安藤喜一(弘前大・農・応昆〉
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Yoshikazu ANDO : Diapause termination and ambient 

oxygen tension in the eggs of the false melon 

beetle， Atrachya menetriesi FALDERMANN 

(Coleoptera : Chrysomelidae) 

卵休眠の機構を知るため， 休眠と O2との関係を調

べ，次の結果を得た。

休眠卵を N2あるいは CO2中で低温処理しても，全

く休眠はさめない。また N2の気泡を30分開通した水

道水中で低温処理すると，休眠覚醒するために必要な

期聞は，対照区より著しく長くなるので N2や CO2

中で休眠覚醒しない原因は，それらのガス自身の影響

ではなく ，O2不足によると考えられる。休眠はO2が

40% (N2 60%)付近で最も早く覚醒し，それよりO2

濃度が低下すると遅れ，高過ぎると卵が死亡しやすい。

なおカイコ卵は外気の O2濃度が高いほど，短期間の

低温処理で休眠覚醒し O2が少ないと覚醒できない

ようである。

休眠の深さ (diapauseintensity)は卵の置かれる環

境につれて，可逆的に変化し，低温処理によって休眠

は浅くなるが，覚醍前に加湿されると休眠の深さは，

ほぼ完全に回復する。 しかし休眠の回復には O2が必

要らしく N2中では休眠が回復しないだけでなく，

かえって休眠が浅くなるようである。

不休眠卵を N2中で加湿してもJiE子は全く発育しな

い。また N2中での死亡率は，卵割期と気円形成期以

後は高く，突起形成期(休眠卵の匪子が発育を停止す

る時期)頃が最も低い。突起形成期の少し前に O2 5 

%に不休眠卵を移すと，恒子はゆっくり発育するが，

休眠卵と同じ時期で上る。一部の卵は 1か月後に空気

中に取り出しても，休眠し続けるものが現れる。また

産卵直後から CO2 10% (空気90%)に不休眠卵を入

れた場合は，約50%の卵が休眠誘起される。

このように卵休眠覚醒のためには，外界から O2が

はいることが不可欠で、あり ，O2不足によって休眠が

誘起される可能性が考えられる。休眠中の卵膜(卵殻

を含む〉も O2を通すと考えなければならないが， そ

の透過量が，不休眠卵や休眠覚醒卵よりも少ないもの

と思われる。
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アオムシコマユバチ Apanteles glomeratus L. 

怪の培養(予報〉

北野日出男(京大・理・動〉

Hideo K1TANO : Culture of Apanteles embryo in 

vitro -preliminary report-

寄主昆虫の細胞性防御反応(encapsulation) に対

する体内捕食性昆虫類卵の抵抗手段は，種により様々

であるが(北野， 1973) ，現在のところ，主として

“passive resistance"によるとする考え方と“actlVe

resistanc巴"によるとする考え方が興味の焦点となって

いるo 演者はコマユパチを用いた今までの研究から後

者の立場をとり，抵抗性の仮想的要因を EIF(Enca-

psulationー InhibitingFactor(s))とよんでいる(北野，

1969 ; 1974)。今回の仕事は EIFの bioassay法をな

んとかっくりあげてみたいとする気持から invitro 

で寄主血球とヤドリパチ佐を同時に cultureできる系

をつくりあげてみようとしててがけはじめた試行錯誤

的試みの一つである。因みに，鱗麹類幼虫血球の培養

法は何人かの研究者により確立しているが，ヤドリバ

チ類匹子の culture例は少数例をのぞき成功していな

い (BRONSKILLand HOUSE， '57 YAZGAN and 

HOUSE， '70 ; YAZGAN， '72)。

方法:1) 3~4令 host へ産卵→被寄生 host の体

表を0.1%h)明 JIne1622で2分間消毒→滅菌 D.W.

で3回洗う(以下無菌室内で操作)→滅菌 Ringer内

で hostを解剖→Salt'smicropipetteで産下卵を採卵

(この卵を 5令 hostに注入した場合，正常に発生進

み鮮化可〕→Lab-Tek tissue culture chamber内に入

れた medium内で卵を培養(1.38%NaCl 溶液を入れ

たシャーレ内に chamberを入れ250C陪黒条件下で培

養〕→倒立顕微鏡x100または X200で観察。

2)寄主体液 1: 5令幼虫体液腹脚切断により採血，600

C， 5分間加熱， 23， OOOG (14， OOOrpm) 30分間遠沈

上清一20
0
C保管，使用時 0.22μmilliporefilterで

滅菌ろ過

3)寄主体液 II: 5令幼虫体液約1.Occ+O. 03mol 

glutathione rεduced Ringer溶液0.5cc，300 G 10分間遠沈

実験例 結果

1. 寄主体液 Iのみ， 0.2cc内 3日後 × 

2. グ II ，0.2cc内 3日後 × 

3. BM24， 0.2cc l 7日後 × 
体液 1，O.Olcc (約 5%) J 

カイコの隆子発生における中庭葉性遊離細胞について

(予報〕

佐藤茂〔東京農大・昆〉

Shigeru SA TO : Preliminary report on mesodermal f ree 

cells in Bombyx mori embryo 

カイコの膝子の催青開始時から解化直後までの期間

の睦子の胸部を光学および電子顕微鏡で観察した結

果，催青開始直後の睦子では外佐葉に多数の細胞分裂

像が見られ，環節の形成を示す部分的な肥厚が認めら

れる。催青3日目になると，肥厚した外経葉の内側に

中脹葉が観察されるo この中佐葉の一部は層状をなし

て残存するが他の大部分は遊離し，その近くに散在す

る。これらの遊離細胞群は外匪葉細胞と比較すると，

細胞質は綴密で，容易に識別できる。中医薬起源の細

胞はその後どの種の組織に分化するかは明らかでない

が，外匪棄に密着する残存部の細胞は筋肉になるもの

と推定される。また，この時期には，大小 2種の卵黄

細胞が認められ，小形の卵黄細胞は体腔が形成された

後にも体腔中に残り， 9際化24時間前においても多数観

察される。しかしながら，勝化直後には小形の卵黄細

胞は観察されなくなり，その部位に多数の脂肪体が存

在している。卵黄細胞と脂肪体の形成との関係を追究

中である。

4. BM24， 0.2cc 
体液 1，0.02cc(約10%)[

5. B M24， 0.2cc 
体液 1，0.04cc(約20%)J

7日後 × 
(但し medium汚染〉

7日後 × 

X:発生不能， BM24:カイコ用 Vago'smeー

dium modified 

結果 5通りの実験例L、づれについてもハチの峰子

発生は認められなかった。今後，寄主血球の培養と併

行させて，発生不能の原因を追求してみたい。



Dithiothreitolおよび cytochalasinB によるカ

ブトガニの体節欠除腔

* 伊藤富夫・関口晃一(東京教大・理・動〉

Tomio ITO， & Koichi SEKIGUCHI : Segment-lackin苦

embryos caused by dithiothreitol or cyt口cha-

Iasin B in the horse-shoe crab 

形態形成の機構追求の為に，作用の知られている試

薬による奇形は援要な実験系となりうる。 -SH基や-

SS-;;!遂をもった物質は， 脊椎動物の第一次誘導作用な

ど，種々の形態形成機構に関係しているといわれてい

る。

今回，海産節足動物であるカブトガユを材料に-SH

inhibitorsや-Sふ涛主主剤 (-S沼化斉むを用い， 形態

形成の出発点といえる嚢妊形成期を処理した。その結

果，叩SH化剤である dithiothr巴itol(DTT)で体節の

減少を示す奇形が多量に得られた。

DTTによる体節欠除匪;体節の減少は，融合ない

しは欠除の形でおこり，頭胸部の第 1~第 4節に限ら

れる。体節の減少に伴なって付属潟の欠除 a激合・先

端部の重複などが生じた。

条件 :500pg/凶以ーとの DTTで， 経盤完成期を含

めて24時間処理すると， 75%位の高率で、この奇形が生

ずるo

原因 :DTTで生じ， DTTと同様-SH化の作用をも

っ mercaptoethanolでも生ずる。また， 種々の -SH

inhibitors，特iこ-SS-化剤の o-iodosobenzoicacidで

生ずることから， -SS-←→一SH一変換過程が!京国かも

知れない。一方 microtubuleの inhibitorである

colchiciI廷では生じず， microfilamentの inhibitor"1.:' 

ある cytochalasinBで，高率に生ずることから， ll1ic-

rofilamentの-SHー←→-SS-変換のl包容が原因とも忠

われる。

また， >>忍盤完成期以後，最初に形態形成運動のおこ

るflli盤前端部を電気で焼灼すると，この奇形が生ずる

ことから， flli盤前端部の形態形成運動が，のちの体節

形成過程と密接に関連し， かっ， 形成運動に mlcro-

filamentが必要と思われる。

この体節欠!徐駐は，嚢思形成・相称の形成・付綴脚

や体節の相同性などの問題を追求するうえで，役にた

っ実験系となるものと怠われる。

microfilamentを必嬰とする細胞分裂・細胞移動と，

この体節欠除脹との結びつきが期待される。
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カブトガニの lateralorga裂の微線構造
令会

近藤昭夫(東邦大・浬・主主〕・関口晃一(東京教大・

理・動〉

Akio KONDO， & Koichi SEKIGUCHI : The fine str江c-

tures of the lateral organs of the h01百esho日crab

カプトガニの lateralorganは妊縫鶏に出現し務化

後第 1令までに見られる一種の妊器官であるが，その

機能についてはまだ推測の域を脱していない。構造に

ついては光顕レベルではかなり調べられ，直径約500μ，

厚さ約 100μ で円柱上皮様構造をした円盤状の器官で

あること，この部分にはクチタラタト被が無いらしいこ

となどが解っている。しかし，微細構造については全

く研究されていなかったので演者らは微細構造につい

て記載することを試みた。回定は4%グルタノレアノレデ

ヒド及び 1%オスミック盟主の二重回定，包機材は Epok

533，切片の電子染色は酢酸ウラニノL及び、クエン酸鉛

の二重染色を行ない， JEM-7にて観察した。形成初

期についてはまだ観察していないが，第2回flli脱皮以

後第4閉経脱皮以後までの 4段階について観察を行な

い，その成果の大部分は第羽田，第44回日本動物学会

大会で、報告した。

第 2自任脱皮直後は8つの裂の細胞から成る。この

内G)大部分を占めるのはトックり型の2細胞で頚部には

微小細管と繊維が長軸方向に発達しているが，募部は

構造物をほとんどもたないのが特徴である。この細胞

は第4問医脱皮後は円柱状となり，芸員部に見られた構

造は見られず¥核の周辺には粗面小胞体などが発達し

ている。②中央部に数領しか存在しない偽足様突起を

もっ大捜細般で，前記細胞同様に微小細管や動維が発

速しているが，やがてこれらの構造は消失し，門柱状

になる。新たに形成される器官外被になるらしい。③

周辺部に見られる鼠径 1~2μ の微小細管の発達した

細胞，@)底部を占める大形の球形細胞，③不定形の約

抱，@糸車立体・りボソームに笈む細胞，などがある。

将来どの細胞になるのかは現在のところ不詳である。

全体として第4西経脱皮後の締胞質中には小路体その

他細胞内小器官が発達している。糸粒外は概して底部

に増加する。また第 2間際脱皮直後で、は外被 (2層よ

ち成る〉に接する締胞膜は特徴ある締結絞総入な示す

がこれは微小細管，繊維構造とも密接に関連し，外被

内層の形成にも関与している可能性が充分考えられる。
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アザミウマの卵巣

芳賀和夫(東京教大・理・菅平生突〉

Kazuo HAGA : Ovaries of Thysanoptera 

総麹包(アザミウマ百)Thysanopteraの卵巣形態

についての報告は ]ORDAN(1888)をl犠矢とし， UZEL 

(1895)， BUFFA (1898)， SHARGA (1933)， MELIS 

(1935)， LEWIS (1959)そして HEMING(197のが

ある。これらによって，総麹gのほとんどのグループ

(漉科レベル)を代表するものの知見が得られたが，

最も大聖の一群 Megathripinae援科については全く

知見がなかった。演者は同斑科の 1種 Bactridothri ps 

brevitubus TAKAHASHlについて卵巣を観察したの

で，上記各報告のものとあわせて発表する。

総主JiJ=lの卵巣はどれも左右それぞれ4本ずつの卵巣

小管で構成され，いわゆる panoistictypeである。し

かし，その 4;;$.:の 抑制oleの先端が独立に terminal

filam巴ntを出し， それぞれ ligamentによって支えら

れているもの (4裂と仮称);その 4本のうち 2本ず

つ先端が癒合して 1本の filamentを出すもの (2裂と

仮称); 4本の先端が全部癒合して 1つの germarium

を構成し 1本の filamentを出すもの(1型と仮称〕

の芸謀本的な三型があり， うち 4型と 2型にはそれぞれ

いくつかの variationがある。また 1本の ovarioleを

構成する oocyteの数 (ovarianfolliclめは種によって

ほぼ一定しており， 3~12である。

分類上の位置と卵巣の形態との関係については，

Aeolothripidae， Thripidaeの 2科が 4翠， PhlaeothrI:-

pin剖亜科が 2型， そして Megathripinae斑科が 1型

であるが oocyte数はあまり関係がない。また，

ovoviviparityを有する種は一般に oocyte数が多い。

この oocyte数は， B. brevdubus q:こ於いては， 足立虫

の生涯を通じてほほ一定である。他の orderのVIVlp-

arousのものは ovariole数も∞cyte数もともに少な

いとし、う特徴を持っていることと比較して，アザミウ

マの ovoviviparityは単なる受精卵の oviduct内での

貯叡 (r色tension) にすぎないという BOU]{NIER(19 

66)の主張合裏付けるものと患われる。

脈遡自の卵形成について(予報)

松崎守夫(福島大・教育.'i) 
Morio MA TSUZAKI ; Preliminary report on the ooge-

nesis in the Neuropterous insects 

ヨツボシクサカゲロウ (Chrysopaseρtentunctatα 

W.)の卵形成の過程を電子顕微鏡さと用いて観察した。

左右一対の卵巣は各々 18~22本の polytrophic typeの

卵巣小管からなる。 germaτiumに続く vitellariumに

は約15の卵室 (eggchamber 1卵母細胞と 7栄養細

胞からなる〉が球数状に連なり， pedicelによって

lateral oviductに関口している。

germarit切にみられる最も若い喜界湾総抱一栄養線路

の複合体の各細胞は，互いに ringcanalでつながっ

ており，卵長綿密胞と栄養線総の区別がつかない。すな

わち，ほぼ球状の核 (10x 10μ〕には染色質が散在し，

継総紫にはザボゾームが密に分布していてそのなかに

高電子密度のミトコンドリアが多く見出される。この

他ゴノレジ体や rERも点在し ringcanalに近い部域

には微小細管も認められる。

germariumからくびれてきた諮卵黄形成郊の郊室の

卵母細胞と栄養細胞は膜麹凶昆虫の場合と問様に，い

わゆる“separatefo1licle"となっており，長越J=l，毛主E

白，鱗麹日，双麹日などの場合とは異なっている。こ

の時郊の卵母細胞と栄養細胞の細胞質は共に電子密度

が高くよく畝ているが，核には著しい違いが認められ

る。すなわち， t亥の形は共に葉状を蕊するが，卵母細

胞核の方が大きく〈最大約100x50p)， 内部には無数

の仁の小片が散在していて，前卵黄形成期における卵

母給総核の活発な合成活動会示唆じている。他方栄養

細胞の核では多数の仁の小片が 1~2 カ所に集合して

塊状となっている。このような荷総胞の核の構造は{胞

の polytrophictypeの昆虫の場合と異なっていて興味

深い。なお議卵黄形成主主に卵;母締抱核tこ数主主していた

無数の仁小片は卵黄形成後期には殆んどみられなくな

る。

卵演形成のj並行にともない，{p胞上皮の;構造の発還

がgだっ。特に rER，ゴノレジ千本の増加が著しいc そし

て卵波形成末期には，首ヨ胞上皮の細胞質に荷電子密度

の分泌殺事立が多数出現する。この毅粒はその後卵母綴

胞と炉i泡上皮の間隙に放出ざれて多j穏の複雑な構造の

卵膜を形成する。



オオカマキリ Tenoderaαridifoliasinensis の

癖化糸について

発生学から見た毛麹自の分類学上の位置

宮川家三(学習院)

9 

t1l鯖柄根〈埼玉大・教育 e生〉

Tsukane YAMASAKI : Hatching thread of a mantid， 

T問 oderaaridifolia sinensis 

Kozo MIYAKAWA : Phylogenetic positiol1 of Tricho-

ptera from embryological viewpoint 

毛:趨fH主，新祭主題群中，鱗越自の祖先形とされ，長

カマキリ類の?際化は，同一卵鞘内の卵ではほぼ同時 麹白から派生したとされている。そこで毛趨自の怪予

に起り，卵鞘からくねり出ると，やがて糸にぶらさが 発生女鱗趨目長組目および近縁の脈趨闘などのそれ

った状態となる。この糸を務化糸とi乎ぶ。この糸にっ と比較を試みたL、。

いては KENCHINGTON (196のに よ る Sphodro- 比較の為tこ各自の佐子発生に滋れた諮滋象のうち，

mantis centralis寸?その発生についての報鈴がある。 少くとも 1つの目が他の目とは異なるという現象を次

演者はこの糸について以前より関心があったので，オ のようにえらんだ:極細胞，学奨膜摺，体絵，羊膜JlI

オカマキザ (Tenoどieraaridifolia sinensis)を用い， 内総!弘形態形成時の下唇療薬の動き，下唇線とその

その起原・役割等について再検討してみた。 分泌物，マノレピーギ管，中勝上皮の後部隊基の様相，

オオカマキ Fは250C (湿度73土 5%) の条件下で 二次背録。

30~31 段で、 hatch する (Sρhodromantisでは2813)。 援総日告は双趨・隠主n• .ID長怒続に現れるが，飽の Hl

しかL日令を正しく同定で、きなかったので phaseの では他の細胞と識別できない。羊疑膜摺は鱗趨・双趨

変化によって説明する。 KENCHINGTONは Sphodro一 目では欠除する傾向があるが他の 4日では普通である O

押~antis をJflい， 糸の発生の過程を西つの穏に便宜的 体経漆Jきは事長麹自ではよく発途するが， ftÞ.の 5~では

に分けている。オオカマキリでもおよそこれに従うこ つぶれる傾向を示し，双麹自で著しい。ネ膜紅門陥腔

とができるが，かれの phase4からさらに hatch直 は脈麹・毛遡目では浅く卵表に位置するが，他の 4目

前までの持鶏 Cembryoのむをさrcusに hairのできる待 では深く卵Z室内に沈む。形態形成持に下草霊長支基は一般

期〉を phase5として設けるのが妥当と思う。結果と に前進するが，鱗麹・毛趨自では特に著しく，左右の

して次のようなことが観察，または考察された。 原基は合して小顎の聞に入り込む，下唇腺はこの両目。糸の起原については， KENCHINGTONの示した ではよく発達して絹糸線となるo -<Jレピーギ管原基の

ような賂角になる部分の伸長による中空性細胞円筒よ 数は鱗趨・毛趨.!主主霊・lJJR怒沼では 6であるが，隠怒

りなる様本は得られなかった。むしろかなり早い時期 ・双鎚自では 4である。中腸J二皮の後部原基は隠麹・

から，その断面において 2~3 の核をもっ糸様のもの 双麹日では前部康法と著しく異った様相合議するが，

として embryoの潟角の先にできるものの如くである。 他の 4~では雨者互いに似る。二次背器は鱗主主旨では

2) chorion との付箸点は ph郎官 2.~3 では尾端後方 欠き，双週目では特化するが，他の目では普通であ

の chorion内面かもしれない。 る。

3) phase 2 ~3 のときに cercal pouchにみられる液 これらの結果を総合すると次のようになる。毛麹お

状成分に頼粒状のものはほとんど認められない。 は器官形成が始まる頃鱗趨目と酷似するが，発生前期

4) phase 5において，尾角上に感覚毛が生ずると， と終期には差異があり，鱗趨悶の方が特イじしていると

鮮化糸義務の綴砲は怠角と離れ，務化直前提寺に emblYo 思われる。毛麹設は墓本的には長趨 .ffl京芸n~ と似てお

は完全に embryoniccuticle内のいずれの部分からも り，隠趨目ともある程度似るが双麹日とは可なり棺途

m [+1となっており，桝化時にすぐにも emb.cut.を破 する。

って外に出る態勢が整えられる。

5) 最後の 4については，頭栂との関連において，よ

り適応的な hatchの機構を追究すべきである。
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ショウジョウバエ卵における細胞質の移植

岡田益吉(東京教大・理・動〕

Masukichi OKADA : Cytoplasmic transplantation in 

Drosophila eggs 

昆虫卵は大きな特徴を持っている。 Cl田 vageの聞

は synsytiumであり，細胞質のみが一定に配置されて

いる。また昆虫卵の中にはこ与に述べる Drosoρhila

のように，いわゆるモザイク卵と呼ばれるものがあり

blastodermですでにどの細胞が将来体のどの部分を作

るのかが完全に決定されている。Blastoderm以前で

も corticalcytoplasmの部域ごとにすでに将来何にな

るかについての決定がおこなわれているらしいことを

示す dataもある。従ってモザイク昆虫卵はれ決定げ

されている細胞質と，色々な状態の核とを任意に組合

わせて， その mteractJonにより核も"決定"され，

m決定"された細胞がで、きる機構を調べたり， 明決定

状態"が質的に異る二種の細胞質の相違を色々なレベ

ルで、比較することにより，その引決定状態"の本質

を調べたりするのに大変適した発生系である。特に

Drosoρhilaは遺伝学的に非常に良く研究されており，

様々な mutantsを利用することができるとL、う利点

を持っている O 一方 Drosophila卵の欠点は卵が小

さいこと，強固な卵膜に包まれていることであり，卵

の部域を問題にする場合には技術的に解決しなければ

ならない点がし、くつかある。すなわち多数の stageの

揃った卵を得ること，特定部域の細胞質を多量に集め

ること， cel1 free合成系の確立， blastoderm上の一定

部域の細胞の純培養などがあり，この中のあるものは

多少の成功が報告されている。今一つの問題は卵の細

胞質を部域的に扱える microtechniqu巴である。 こ L

に述べる microinjectionの技術は，ガンや免疫の細胞

でなく，実際の発生系を使って決定と分化の問題を追

究することを目的として始めた実験の第一歩で、ある。

(1) 核の移植遺伝的に異なる卵の聞で核を移植し

て chimeraを作ることによって donorの核が multi-

potentであるかどうか調べる。Blastoderm形成直前

の核は earlycleavageの卵に植えると，その場所なり

の発生をする。

(2) Rudimentary gJs (female sterile)の rescue

Rudimentary卵は発生の途中で死に， y降、化しない。こ

れに初期発生の聞に wildtype卵の細胞質を移植する

と発生が進行して婚化する個体を得ることが出来る。

Pyrimidine nucleosideも有効で、ある。

(3) Polar cytoplasmの移植 UV -irradiationによ

り sterileにした卵に非照射卵から posteriorpoleの

cytoplasmと移植すると fertileにすることができる。

以上の個々の実験については夫々の具体的な問題と

して論議するが，一般的に，昆虫卵の細胞質は卵外に

取出しても，その機能が失われないこと，また他の卵

に移植しても正常の機能を果たすことがわかる。これ

は細胞質を取出してその性質を調べようという試みを

勇気づけるものであると同時に，有力な武器を与える

ものである。

双題目昆虫の匪発生 (映画解説〕

矢島英雄(茨城大・理・生〉

Hideo YAJlMA  : Cinematographs of some Dipteran 

embryos 

(1) ホシチョウバェの匹発生

産下直後~鱗化まで

(2) セスジュスリカの腔発生

産下直後~Jff帯形成期，極細胞形成分裂

(3) ケヨソイカ科昆虫 Chaoborussp.の匪発生

産下直後~前化まで

以上3種の DipteraNematocera グループの任発生

を time-lapsecinematography法で撮影した。この映

画は双趨類昆虫比較発生研究のため作られた。

匪発生の幾つかの出来事をこれら 3種で比較して見

ると，

I 極細胞形成

(1)ホシチョウパェでは始原生殖細胞が polecel1の形

で現われない。生殖巣内に見られる細胞は目立たず，

小さL、。

(2)セスジュスリカは 4~8核期の聞で 2極細胞が形成

され以後分裂して 2核性の 8'"の極細胞を作る。

(3)Chaoborus sp.では，核移動期近くに複数コの極細

胞が一度に作られ，後余り分裂しない。この形成時

期個数は類縁の Clllexの夫とや L異なる。

II .形態形成に伴なう卵長軸の周りの回転運動

(1)ホシチョウパエには他の 2種に見られる回転運動は

認められない。
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(2)セスジュスザカでは， 距主命形成初期と blastokinesis

(katatrepsis)初期の 2問卵長軸の周りの 1800 の回

転凝動を行なう。

lV.弗?イtil堂前の日杢体の屈曲，螺旋イ七

ホシチョウパェは瞬化に際して chorion内で幼虫

体の伸長腿曲は殆ど行なわないが，ユスリカでは仲良

し螺旋化し Chαoborussp.でt土廊l録する。(3)Chaoborus sp.ではJff帯形成初期の回転は見られず，

後の 1屈のみである。この点はこの虫の縁の深い

Culexの形態形成運動に似る。

V.その他共透した現象として，核増殖期?こ見られる

塁間綿紫の振動， blastokinesis時の駐体の伸長，短

縮，特殊な問題として，Chaoborus sp.の頭摺の形成，

air sacの形成，膨張等興味が持たれる。

1lI. [玉子膜の形成と破壊吸収

3機共に serosa，amnionの形成が認められるが，

破壊・再吸収が微細な点で異る。

第10殴談話会の記録

言語 催 地

期 日

参加者

A 
"IS; 記

長野県菅平高原〈東玉宗教育大学理学部付属菅平高原生物実験所〉

1974年 5月17日-18日

天池司郎・安藤 総・宣言藤喜一・福島義一・芳賀和夫・五十嵐広明・伊藤富夫・金森正区・

片隠僕代・菊谷ー・北野およ!B号・小林比佐雄・小林俊樹・小林芳弘・近藤昭夫・栗原守久

牧関俊樹・松崎守夫・宮慶 a長~・宮JII幸三・森路差是彦・中林和彦・中村光一郎・中村玉幸子・

大木健一・丘英通・罪者E自主主会・大滝哲也・佐藤茂・関口晃一・清水 揚・杉沼津昭ー

高岡突・高沢保・武田i立邦・田中彰・谷村一郎・者[)筑功・渡辺浩・矢島英雄・

山道祥郎・山本典子・山崎柄根・吉田利男 (44名〉

日 程 5月16日(木〉世話人および先着の会員で会場，掲示，プりント配布物等の準備，懇親会用

山菜の採取。

5月178(金)12 : 15 上m紋蔚集合，実験所長の自動車7台にて実験所へ。 13:30 潔会。

挨拶〈安藤〉の後一般講演に入る。 8題の講演終了後，矢島英雄氏による 16mm挟函の映写

があゥた。 18:30終了。 19:00宿舎食堂にて懇親会，深更におよぶ。

5月18日(土)7 : 45 朝食。 8: 15 宿舎前にで朝日を浴びて記念撮影。 8: 30 打ち合

わせ。 8:45より一般講演5題。 11: 30より菅平高原自然館および遊か道見学の後昼食。

13: 15よち特烈講演。 14:25 言葉評および挨拶〈氏〉。閉会挨拶〈大木)0 14: 30 散会。

17名はエクスカージョンにi匂う。他仁の潟窟温泉に入湯 小懇。 18:30 須坂寂誌で解数。

世 話 人 安藤裕・芳賀和夫・金森正鼠・小林比佐雄

参 加 費 2，500円(宿泊費等)および講演要旨集1，000問。品グスカ{ション費1，000円。

打ち合わせ事項 1. 次年度は名大・教養・生の大木健市民が世話人となり，東海地区で、5月におこなう。

2. 本会を思際的なものにするための準緩検討に入る〈いわゆる昭和一ケタ組が中心とな

る〉。
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